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年 6 月から始まったが、その詳細は名古屋学芸大学健康栄養研究所年報（第 5号、2012年）に掲載
されているのでここでは省略する。


























































































































































表  夏期に提供した献立の一部   


















































































































































㻌 㻌 㻭㻌 㻮㻌
㻠㻦㻟㻜㻌 起床㻌
㻡㻦㻜㻜㻌 朝食準備㻌 清掃・配膳準備㻌














㻝㻠㻦㻜㻜㻌 㻌 昼食㻌 石巻市内㻌
視察㻌㻝㻡㻦㻜㻜㻌 夕食準備㻌
㻝㻢㻦㻜㻜㻌 㻌 㻌 食材購入㻌
㻝㻣㻦㻜㻜㻌 夕食提供㻌 㻌 㻌




























































































  2014 年 10 月 20 日（月） 13：00～ 
 サービスラーニングに参加した学生が集まり、現地での活動の報告会を開催した。これから参加した
いと考えている学生が真剣に報告を聞いていた。 
   
５．荻浜仮設住宅におけるサービスラーニングに参加した学生一覧 
 食事提供をするサービスラーニングの実施に際し、給食管理実習を履修した 2 年生、3 年生を対象に
参加希望者を募った。1 万 5000 円程度の出費が伴うにもかかわらず、参加を希望する学生が多く、抽
選で参加学生を選び、第 1 回（春期）は 18 名、第 2 回（夏期）は 21 名の学生が参加した（表３）。第
1 回目に参加した学生のうち 3 名を第 2 回目も参加させ、各グループのリーダーとした（表中では太字
で示してある）。 
表３ ボランティア参加学生一覧 
第 1 回 引率教員 3 年生 2 年生 
グループ 1 田村 下平佳恵  立川佳菜子  西脇愛望  早川裕希 中山満喜  田口博美 
グループ 2 日暮 渥美里奈  嵐桂子  大社真奈  鶴田早紀 玉村優美  松本貴哉 
グループ 3 塚原 相澤明子  片岡千咲  齋藤絵梨香  福嶋桂 伊藤優里  白井仁美 
 
第 2 回 引率教員 3 年生 2 年生 
グループ 1 田村 田口博美  佐藤里江  千葉ひかり  林史奈  
西側亜紀 
長江郁音  松井美冴  松井佑月 
グループ 2 日暮 廣瀬 松本貴哉  国保成実  水野陽子 浅野沙歩 井上夏那 加藤里衣 丸井美の里 
グループ 3 川崎 白井仁美  辻村衿菜  水谷詩位菜 加古沙織  澤邑茜  鈴木友里 
  
６．荻浜仮設住宅におけるサービスラーニングを終えて 

























































































































































































　③ 1 回目も 2 回目もニュースでは知ること
ができない生の声が聞けた。 1 回目は食事提
供の際の話が全部震災についてだったくらいた
くさんのお話をきかせていただいたのが印象的
だった。 2回目の訪問のときは、津波の水圧で
2 階の床が抜けた住宅を見学させていただい
たり、女川原発のPR施設に行ったり、原発が
実際に見えるところにつれていっていただいた
り、津波のDVDをみせていただいたり… 1回
目ほどたくさんの方からは話を聞くことができ
なかったが、1回目より震災の被害を目で感じ
ることができた。
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（ 7）これから必要な物・事は何か
　①夏だったのでクーラーボックスが 1 つあ
りましたが、その他は段ボールで運んでおり、
ごみが出てしまっていたので買い物かごのよう
なものがあるといいと思いました。これから
もこのボランティア活動は必要だと思います。
もっと提供日数が増えれば、参加人数も増え、
このボランティア活動が広まっていくのではな
いかと思いました。
　②これから私たちはこのボランティアで聞い
たこと見たことを多くの人に知ってもらうこと
が必要だと思いました。おそらく多くの人たち
は私のように、震災で大変なことは分かってい
るが、間近で見ていない限りその重大さが理解
できていない人だと思います。そんな人にも震
災の過酷さ、どれだけの苦労をしていたのかを
私たちを通じて知ってもらうことが必要だと思
います。
　③風評被害を取り除く。
（ 8）被災時や被災後での管理栄養士の役割に
ついてどう考えるか
　①被災時は食料が足りないので、そこにある
食料だけで炊き出しを行う技術や工夫が必要だ
と思いました。また、被災者は皆不安だと思う
ので、炊き出しの際のコミュニケーションが大
事だと思いました。被災後は食料が足りていな
かったとのことで、栄養に偏りが出てしまった
ようです。不足している栄養素を補うことが必
要だと思いました。また、被災時でのことをよ
り多くの方に伝え、これからにつなげていくこ
とが大事だと思いました。
　②荻浜の人との会話の中で「こんなに野菜を
食べるのは久々」や「おかずがたくさんある」
という会話を何度か聞いた。このことから普段
から野菜を食べていないことがわかる。そして
8月のボランティアで再び訪れた時、「前回の
ボランティアで毎日食べに来ていたら、健康診
断の数値がよくなってた」と言われました。仕
事などで忙しく簡単な食事や、魚介類を食べる
ことの方が多いということなので、被災後には
簡単に作れる野菜を使った料理を紹介してみた
り、魚介類と野菜を組み合わせたレシピの提供
が有効だと思われます。
　③簡単にできる食事のメニュー提供、実際に
被災地に足を運び現状をみる。
（ 9）ボランティアを終えて
　①被災者の皆様にはとても喜んでいただき、
ボランティアに参加した私たちも多くのことを
感じ、学びました。被災者の方の生の声を聴く
ことで、テレビや新聞では報道されていなかっ
た事実や気持ちを知ることができ、とても勉強
になりました。
　②ボランティアを終えて私はボランティアと
いうものに興味を持ちました。今回のボラン
ティアで自分がやったことに対して、本気であ
りがとうという言葉を聞くことができ、普通に
働くことと違ってお金などもらえなくてもちゃ
んと頑張ろうという気持ちになれました。そし
てボランティアを通じ多くの人から多くのこと
を学ぶことができるからです。このような活動
は社会に出てからはなかなかできることではな
いので学生のうちに積極的に参加していこうと
思っている。
　③荻浜の人たちが温かく迎えてくれて、うれ
しかった。食事提供すると、いつも感謝されま
した。いい経験になった。ニュースを見ても分
からないことはたくさんある。実際に見て・聞
いて感じることでさらにイメージが明確にな
る。 2回訪問させていただいたが、2回目にも
学ぶことがたくさんあった。だから何回行って
も無駄にはならないと思う。
2 ）教員が感じたこと
　震災発生当時、地震の被害状況をテレビの
ニュースや新聞等のメディアを介し見聞きし、
衝撃を受けてから約3年が経過し、それらの報
道は時間経過とともに減っている。被害を受け
ず普段と同じ生活を送っている人にとっては、
その記憶が薄れつつあることは否定できない。
荻浜に向かう途中の仙台駅や石巻駅では震災の
被害を痛感するような景観は減っており、確か
に復興は進んでいるのだと感じながら、荻浜仮
設住宅に到着した。お借りした一室で食事提
供、生活をさせていただいた中で、壁が薄く隣
のテレビの音が聞こえてくることや、冬はとて
も冷え込んでしまうことなどを感じ、やはり安
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心して生活を行う環境にはまだ十分とはいえな
い状況である事がわかった。震災後、以前の生
活からは大きく変化し、大変なご苦労があった
ことを痛感したが、仮設住宅で生活しておられ
る皆様はとても温かく私たちを迎えてくださっ
た。また、思い出すことも辛いような、実際の津
波時の写真や、被害を受けた家屋などを見なが
ら震災を経験されたお話を伺うと、今まで実感
がなかった震災のことが、一瞬の判断の違いで
生死を分けてしまう恐ろしいものだったのだと
強く感じた。荻浜の皆様が私たちにむけてくだ
さる温かさの裏には、一瞬にしてすべてを奪わ
れてしまった状況から、自分たちが前を向いて
進まなければという心の強さがあるのだと思っ
た。
　私たちは荻浜仮設住宅で皆様に食事を提供す
る事ができ、皆様に「おいしい」と言って頂け
た事で、今回のサービスラーニングがこれから
の自分自身にとって大きな糧にすることができ
た。荻浜の皆様の温かさや、思いやりの心に触
れ、座学では学ぶことのできない貴重な経験を
させていただいた。
7．謝辞
　サービスラーニング実施に際して、私たちを
温かく迎え入れ、多くのお言葉をかけて下さい
ました荻浜家ノ入仮設住宅の皆様、特に荻浜区
長の江刺みゆき様、宮城県漁業協同組合監事の
伏見眞司様に心から感謝し、お礼申し上げま
す。ありがとうございました。
